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セレンディピティとは
何か

• セレンディピティの定義：偶然の中に秩序を捉える創造的
発見

混沌から隠れた秩序を明らかにする、偶然の発見の創意的過程

• 「私・此処・今」の時間・空間・人間の関係性分析

時間（今）、空間（此処）、人間（私）の枠組みを通じて地域文

化を新たに捉える視点

• 文化研究における創意性・感応性・偶然性の強調

セレンディピティの手法は、従来の演繹的方法と異なり、文化の
偶然性と感応を重視する

「セレンディピティは、文化がもつ創造的偶然性を通じて地域固有の価値を発見する新たな
視点です。」



地域文化研究のブルーオーシャン、セレンディ
ピティ：理論的背景

• セレンディピティが文化革新の「ブルーオーシャン」になりうる理由

創意的性格を拡大でき、文化の利点を明確に示し拡張できる新たなアプローチ

• 文化理論および地域文化の研究方法の転換の背景

アカデミズムでは危機だが市場ではブルーオーシャンとして浮上する文化理論。マルクス

主義の崩壊以降、ポストモダニズムとポスト構造主義へと文化理論が分化

• 共感の産物としての文化理論の再解釈

文化は諸勢力の緊張と葛藤の関係を調整するために偶然に出現したセレンディピティのよ

うな第三者的存在であり、共感を通じた文化理解を強調

「地域文化の普遍性は、セレンディピティのように統計的方法を避けて演繹的方法を用い

つつ、偶然性を含むアプローチから始まります。」



文化理論の統合的アプ
ローチ

• 循環法則：社会の発展段階と文化の位置

経済（第1段階）→ 政治（第2段階）→ 文化（第3段階・膨張段階）
→ 宗教という循環構造で文化を分析

• TRIZ（トリーズ）：問題解決としての文化

文化は矛盾解決の過程であり、時間・空間・条件の分離を通じた創

意的な問題解決方式

• 構造論：意味次元の文化分析

文化は価値と事実の中間段階で原理と概念を実現する中枢的存在

セレンディピティによる統合的文化理論のアプローチ

偶然性と感応を含む「私・此処・今」の地域文化分析
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済州文化の言説の新た

な希望— セレンディピティの
3つの利点

明確性

「神秘」という曖昧な概念よりも、感応的世界観によって済州文化の価値を明確に説明しま

す。セレンディピティは神秘性を保ちつつ、済州文化の独自性を科学的に照らし出します

。

拡張性

セレンディピティはフラクタルという無限反復の原理に基づき、無限の拡張が容易です

。済州の文化的要素が多様な商品やコンテンツへ拡張されうる理論的基盤を提供します

。

効率性

小さな労力で大きな効果を生むセレンディピティの効率性は、済州の文化的価値をより

効果的に伝え、時を経ても持続する記憶を形成します。

「セレンディピティで済州文化を分析するとは、共感・類比的思考・「私・此処・今」というセレンディピティの三要素で済州文化

を評価し、済州文化がもつセレンディピティを拡張することです。」



済州文化のセレンディピティ分析
：共通パターン

• 自然の循環法則：済州の地形的特性

漢拏山、360のオルム、天の川の形をした島の構造 — 自然に現れる宇
宙の循環

• 陰陽の対照と調和：北済州／南済州、済州市／西帰浦市

山（山）と海（海）の対比、南北36km・東西72km、360のオルム — 

陰陽五行の自然的な具現

• 水と火の自動循環：漢拏山の火と太平洋の水

火山島として生まれた済州島は、水と火の相互作用と循環を示す自然
の教科書

• 文化・科学・創意性の連結：五行と地水火風の調和

済州の三多（三多）と五多（五多）は、地水火風と陰陽五行の自然的

な表現「済州島は、宇宙が水と火、陰と陽の無限の反復から成っていることを示しながら、水と

火、陰と陽を仲裁する宇宙において人間の地位を示している。」



済州文化のセレンディピティ分析：共感と「私
・此処・今」

• 済州の自然・人間・時間・空間が交

感する文化済州の自然は常に人間の仲裁を必要とし、四季の移ろいとともに共感する

文化を形成

• 伝統家屋、オルレ、巫俗信仰

、共同体性アンゴリとバッコリに分かれた家屋構造、オルレの道、霊登ハルマンなどの巫
俗信仰は、済州ならではの共感文化を表現

• 「私・此処・今」に代表される主体的・実践的な意味

済州文化は、弥勒信仰や祖先崇拝思想に内包されたフラクタル構造を通じ

て、自然と人間の調和を追求

「済州文化は独自の文化をもちながらも、韓国固有の文化が多く残るセレン

ディピティの宝庫（宝庫）です。」
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結論および示
唆点

• アイデンティティ確立と産業化の核としてのセレンディピティ

セレンディピティ的研究は、済州文化のアイデンティティの危機を解消し、地域文化の観

光資源化の新たなパラダイムを提示します。

• 普遍性・創意性・連結性の強調

地域固有性を超え、普遍的価値とつながる創意的解釈によって、地域文化の新たな競争力
を発見します。

• 地域文化の未来的方向の提示

感応理論に基づくセレンディピティの手法は、済州文化のみならず、あらゆる地域文化の

研究と活用に新たな方法論を提供します。

「セレンディピティは単なる偶然ではなく、「私・此処・今」という文脈の中で

発見される創造的秩序です。済州文化は、このセレンディピティを通じて新た

に解釈されるとき、真の価値を発揮します。」
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